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★スラバヤにおける同時多発自爆テロ事件の発生に伴う注意喚起 

５月１３日朝（スラバヤ３教会連続自爆テロ事件）、同日夜（シドアルジョ県集合住宅での誤

爆事件）に続き、翌１４日朝にはスラバヤ市警察本部正門にて自爆テロが発生し、５０名以上

が死傷しました。 

１５日以降、東ジャワ州内でテロは発生していません（リアウ州では同州警察本部襲撃事件

が発生）が、治安当局の対テロ掃討作戦がインドネシア全土で展開され、東ジャワ州ではスラ

バヤ市、シドアルジョ県、パスルアン県、マラン市、モジョケルト県でテロ容疑者４０名以上

が逮捕（うち数名が抵抗し射殺）されています。 

  現在、テロリストにとって第一の標的は警察官及び警察施設ですので、警察関連施設には極

力近づかないようにしてください。また、テロの標的となりやすい場所（警察・政府・軍関係

施設、宗教関連施設、欧米関連施設、外国人が多く集まる場所、ショッピングモール等の不特

定多数の人が集まる場所等）では、以下の点に注意し、自らの安全確保に努めてください。 

【ポイント】 

●危ない場所に近寄らない。 

●用心を怠らない・目立たない。（直接の標的とならないように） 

●周囲の不審者・不審物に注意を払う。（大きな荷物や不必要な厚着） 

●退避ルート・隠れられる場所を確認する。（非常口や遮蔽物） 

●不審な人物や状況を察知したら速やかにその場を離れる。 

 

★在留届の提出又は更新のお願い 

 総領事館では、在留届及びたびレジに登録されたメールアドレスに対し、安全に関する情報を

領事メールで発信しております。またこの届け出に基づき、本年３月末に実施した安否確認訓練

のとおり、大震災、津波、噴火などの大規模災害の際に、外務省からみなさまにメールを発信し

安否確認を行うほか、有事の際に皆様の安全を直接確認するためにも大切なものです。 

 届け出を出されていない、又は連絡先が変更になっても在留届の連絡先を変更していない場合、

当館からの重要な連絡が届かないばかりか、皆様の安全を確認できなくなり、必要な支援が行え

なくなるおそれがあります。 

新たに赴任された方又は連絡先を変更された方がいらっしゃいましたら、在留届の提出（更新）

をお願いします。また皆様の周りの方にも是非一声おかけいただき、在留届を提出（更新）する

ようお力添えいただければ幸いです。 

たびレジの登録：https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/ 

在留届電子システム：https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet/index.html 

 （現在のところ、総領事館に直接在留届を提出いただいた方は、在留届電子システムを利用し

ての届出内容の変更、帰国の届出はできません。窓口にて手続きをお願いします。） 

 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/
https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet/index.html


★第１６回スラバヤよさこい祭り 

当館はスラバヤ市及び高知市との共催で、７月８日（日）に Taman Surya（スラバヤ市役所庁

舎前）において第１６回スラバヤよさこい祭りを開催予定です。高知市とスラバヤ市の姉妹都市

交流を基に、２００３年以降スラバヤ市民の年中行事として毎年開催されてきた伝統ある行事で

す。当地のよさこい愛好家による迫力溢れるよさこいパフォーマンスと、東ジャワ州の伝統的舞

踊であるレモ踊りを鑑賞することができますので、是非会場に足をお運び下さい。詳細は当館ホ

ームページに別途掲載されている案内をご参照ください。なお、当日の審査員を募集しておりま

すので、高知に縁のある方、特等席でご覧になりたい方、経験不問ですので、当館広報文化班

（031-5030008）までご連絡ください。 

●日時：７月８日（日）  

●場所：Taman Surya（スラバヤ市役所庁舎前） ※詳細調整中 

（昨年の様子） 

 

★エコＳＪＳ（スラバヤ日本人学校）事務長に対する表彰 

５月１２日、スラバヤ日本人学校創立 40周年記念式典

の機会に、谷総領事は、同校のエコ事務長に対する表彰式

を行いました。エコ・カリヨノ事務長は、１９９８年にス

ラバヤ日本人学校に就職以来、現地政府関係機関との様々

なやりとりにおいて、また、３年ごとに交替する教員の生

活インフラ整備等学校運営を支え、２０年間にわたって当

地の日本人社会に貢献してきました。また、エコ事務長は、

高度な日本語力と日本に対する深い理解を備えているこ

とから、学校便り等の翻訳や交流する現地校の生徒らに対

する解説・紹介を通じて、日本の教育活動の基本にある日

本文化をインドネシア国民にあまねく広めていくことに

寄与し、日本・インドネシア両国の相互理解における貢献

も果たしてきました。エコ事務長には、引き続き貢献いた

だきたいと思います。 

開会式で挨拶を行うリスマ・スラバヤ市長 総合優勝チーム「Chandhik Ayu C」の 

パフォーマンス 

表彰式の様子（左：岡崎高知市長） 

  

 

エコ・カリヨノ事務局長 

元日本留学生協会による日本式無料歯科検診 

歌手 加藤ひろあきさんによるパフォーマンス 


